
「いいね！」やまぐちの子育てサポート　
■ 平成 30 年度まちづくりの取り組み状況
■ 山口市の財政状況を公表します
■ 市政トピックス
■ 県央連携都市圏域の情報を紹介「山口ゆめ回廊」
■ 山口ゆめ回廊「図書館めぐりスタンプラリー」
■ 国際交流員コラム「ホストタウンってしっちょる？」
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幼児期乳児期出産妊娠期

妊娠前から就学まで

切れ目ない本市のサポート

や
ま
ぐ
ち
母
子
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

安心して、妊娠・出産・子育てができるように、妊産
婦さんと家族が抱えるさまざまな不安について、保健
師・助産師などの専門職が相談を受け付けています。
妊娠中の過ごし方や、出産後の赤ちゃんの成長の様子、
お母さんの母乳や体調などについて一緒に
話しましょう。（授乳・休憩スペースあり）
●場所　糸米二丁目 6-6（山口市保健セン
ター内）
●開所日　月曜～金曜（土日祝日・年末年始を除く）
●時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分
 　　090-6840-8585

妊娠前

保健師の
赤ちゃん訪問

妊娠に関する
普及啓発

不妊不育
治療費助成

マタニティ
ファミリー

サロン

ママサロン

子育てに関する
講座

地域子育て
支援拠点での

相談・支援活動

母子保健推進員
の訪問

離乳食づくり
講座

図書館の
ブックスタート

BP
（ベビープログラム）
※子育てに関する講座

育児相談・定期健診・予防接種妊婦健診

森脇知佳さん
　　莉子ちゃん
　　（生後6カ月）

病院や公園等の施設が自宅近くに複数
あって助かります。また、両親が近くに
住んでいるので、何かあった時は頼るこ
とができ、市内に住んでよかったと感じ
ます。一方で、「希望の保育園に入れるの
か」、「病気にかかったときはどうすれば
良いのか」など、不安もあります。山口
市は相談機関が充実していると聞いたの
で、行ってみたいのですが、どんなとこ
ろなのか気になります。

7 歳と 3 歳の
お孫さんをもつ
梅地幸子さん

 「教えて！」やまぐちの子育て支援

や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

子育て家庭が笑顔で安心して地域で過ごせるように、
家庭のニーズに合わせた支援をします。お子さんの就
園、子どもの発達等に関するお問い合わせや、相談を
受け付けているほか、地域と連携して子育て支援施設・
サービスの情報提供を行っています。（遊び
コーナーあり）
●場所　旭通り一丁目 6-19（山口保育園 2
階）
●開所日　月曜～金曜（土日祝日・年末年始を除く）
　　　　　※相談受付は 16 時 30 分まで
●時間　8 時 30 分～ 17 時 15 分
 　☎ 083-922-0855

1 歳 6 カ月児・
3 歳児健診

母子保健推進員
の

育児学級

一緒に育児を考え、一緒に成長を喜ぶ

わたしたち子育て応援団

地域の母子保健推進員が、お
子さんがいる家庭を訪問し、
会話の中で、母子の心身の健
康を確認したり、子育てに関
する情報提供をしたりします。

私が子育てをしていた頃、仕事や家事で
忙しいときは、祖父母や夫、友人が子
どもをみてくれました。現在も、近所に
孫の世話をしている人がおり、地域で協
力して子育てができるのが山口のいいと
ころだと思います。しかし、引っ越し等
で頼るところがない人もいるはず。市内
の子育て支援内容がもっと分かりやすい
と、親子共に多様な経験ができ、リフレッ
シュできるのではないでしょうか。

1
いい
1月 1

い く じ
9日は「いい育児の日」

新
し
い
生
活
の
始
ま
り

　
わ
が
子
と
の
出
会
い
は
、
と
て
つ

も
な
い
奇
跡
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き

な
泣
き
声
さ
え
も
い
と
し
い
も
の
。
け

れ
ど
、
泣
く
の
が
仕
事
と
言
わ
れ
る
赤

ち
ゃ
ん
は
お
腹
が
す
い
て
泣
き
、
お
む

つ
を
替
え
て
ほ
し
い
と
泣
き
、
上
手
に

寝
付
け
な
く
て
泣
き
ま
す
。
親
は
た

ま
っ
て
い
る
家
事
を
片
付
け
た
い
と
き

も
、少
し
ぼ
ん
や
り
と
し
た
い
と
き
も
、

赤
ち
ゃ
ん
を
優
先
し
て
生
活
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
仕
事

に
は
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
が
、
育
児

に
は
な
く
、
気
を
抜
く
と
き
が
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
解
が
な
い
育
児

　
現
在
、
多
す
ぎ
る
と
思
え
る
ほ
ど

の
情
報
を
簡
単
に
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
育
児
を
す
る
上
で
の

悩
み
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、
身
近
な
と
こ
ろ

に
頼
る
人
が
お
ら
ず
、
ず
っ
と
赤
ち
ゃ

ん
と
２
人
き
り
の
時
間
が
続
く
と
、
い

と
し
い
わ
が
子
の
育
児
で
あ
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
ス
ト
レ
ス
に
な

り
、
母
親
自
身
が
う
つ
に
な
っ
た
り
、

発
散
で
き
な
い
思
い
を
子
ど
も
に
ぶ
つ

け
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
り
す
る
危

険
性
を
誰
も
が
秘
め
て
い
ま
す
。

一
人
で
頑
張
り
す
ぎ
な
い
で

　
本
市
で
暮
ら
す
、
子
育
て
を
す
る

皆
さ
ん
に
、
誰
か
に
頼
っ
て
も
い
い
ん

だ
、
山
口
で
子
育
て
を
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
で
は
、

多
く
の
事
業
を
通
じ
て
出
産
前
か
ら

子
ど
も
の
就
学
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
行
政
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育

て
を
終
え
た
人
や
保
育
園
を
退
職
し

た
人
な
ど
が
協
力
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問

し
た
り
、
講
座
を
開
い
た
り
、
素
敵

な
ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ
れ
た
幼
稚
園
や

保
育
園
を
運
営
し
て
社
会
で
活
躍
す

る
保
護
者
を
支
え
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
人
が
日
々
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
11
月
19
日
「
い
い
育
児

の
日
」
に
合
わ
せ
、
本
市
の
子
育
て

支
援
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

問
申

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３-

９
２
１-

７
０
８
５

問
問

産後ママの
健診

5 歳児発達相談

保育士、子育て
コーディネーター
がいます！

保健師、
助産師が
います！

母子保健推進員の訪問の様子

「
い
い
ね
！
」
や
ま
ぐ
ち
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト　

2市報やまぐち　2019 年（令和元年）11 月 1日号
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専
門
家
の
力
を
借
り
て

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
慣
れ
な
い

育
児
に
奮
闘
す
る
中
で
、
た
く
さ
ん

の
心
配
事
を
抱
え
る
時
期
が
誰
に
で

も
や
っ
て
き
ま
す
。
保
健
師
・
助
産

師
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
身
長
・
体

重
測
定
や
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
心
配
事
だ

け
で
な
く
、
不
安
を
抱
え
る
お
母
さ

ん
や
ご
家
族
の
心
身
の
ケ
ア
、
子
育

て
に
役
立
つ
情
報
も
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

家
族
で
心
の
準
備
を

　
沐
浴
体
験
で
は
、
も
う
す
ぐ
生
ま

れ
る
わ
が
子
の
た
め
、
真
剣
な
表
情

で
練
習
す
る
男
性
の
姿
も
見
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
妊
夫
体
験
や
お

む
つ
交
換
体
験
、
妊
娠
期
か
ら
の
食

生
活
を
見
直
す
コ
ー
ナ
ー
、
産
前
産

後
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

等
も
あ
り
、
毎
回
、
出
産
へ
の
心
の

準
備
を
す
る
家
族
で
賑
わ
い
ま
す
。

※
次
回
は
、
11
月
30
日
（
土
）
に
開

あ
催
予
定
。（
要
申
し
込
み
）

妊娠期

産後

母子保健推進員といっても、こちら
の意見を押しつけるのではなく、話
を聞くことを大事にしています。わ
たし自身も無理をせず、自然体で楽
しく活動することを心がけていて、
毎回元気をもらって帰ります。子育
ての先輩「近所のおばあちゃん」と
気軽にお話ししましょう。ぜひ講座
に参加して欲しいと思います。

子育て保健課の
「マタニティ・ファミリーサロン」

母子保健推進員の
「育児学級」

管理栄養士の
「離乳食づくり講座」

保健師の
「赤ちゃん訪問」

「身近な相談役がいることを知ってほしい」

調
理
し
な
が
ら
マ
マ
友
づ
く
り

　
離
乳
食
の
重
要
性
や
注
意
点
等
に

関
す
る
講
義
の
あ
と
、
管
理
栄
養
士

の
指
導
の
も
と
で
調
理
実
習
を
行
い

ま
す
。
だ
し
で
味
付
け
し
た
離
乳
食

を
試
食
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
「
思
っ

て
い
た
よ
り
美
味
し
い
」「
大
人
の
食

事
に
応
用
で
き
そ
う
」
と
い
う
声
も
。

お
子
さ
ん
の
月
齢
や
居
住
地
域
が
近

い
メ
ン
バ
ー
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
た
め
、
マ
マ
友
づ
く
り
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
助
け
合
い
・
支
え
合
い

　
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
「
母
子
保
健

推
進
員
」
は
、
家
庭
訪
問
や
各
地
区
で

の
育
児
学
級
（
食
育
や
運
動
な
ど
）
を

通
じ
て
、
お
母
さ
ん
と
乳
幼
児
の
健
康

を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。写
真
の
、

親
子
ヨ
ガ
教
室
で
は
、
お
母
さ
ん
が
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
様
子
で
、
会
場
に
は

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
で

協
力
し
て
行
う
運
動
も
あ
り
、
お
母
さ

ん
同
士
の
会
話
が
弾
み
ま
す
。

乳児期

幼児期

「協力してくれる人が身近にいない」「仕事との両
立が困難」「子どもの発達に不安がある」など、
母子健康サポートセンターには毎日さまざまな相
談が寄せられます。現代社会は情報が多く、便利
なことが増えている半面、情報の多さや曖昧さに
振り回されることも多くあります。子どもの個性
や子育ての方法は百人百様、正解はありません。
本市には子育て中のご家族の悩みや困りに寄り添
い、一緒に考える場がたくさんあります。ぜひさ

まざまなサービスや機関、人
を活用ください。『いい育児
の日』をきっかけに、子育て
世代の皆さんが本市で子育て
をしてよかったと思っていた
だけるような暮らしやすいま
ちづくりを目指して、これか
らも支援体制の充実に取り組
みます。 湯田地区の

母子保健推進員 8 年目
井関幸代さん

生後 1 カ月 女の子の
お父さん 川野佳祐さん

育児について全く知識が無かった
ので参加しました。実際に沐浴体
験をしてみると、首を支えるのが
難しく恐怖心があったので、動画
を見て練習する予定です。また、
妊夫体験をして、妻の大変さを実
感しました。今後は、妻にあまり
負担をかけないよう、率先して家
事や育児に取り組みます。

「出産前に体験できて良かった」

子育ては社会全体で取り組む課題

子どもが頻繁に吐き戻す時期があり
不安を感じていましたが、保健師さ
んが訪問時に体重測定をしてくださ
り、「心配ないよ」と優しく声をか
けてくださったので安心できまし
た。知識として分かっていても、多
くの赤ちゃんをみている保健師さん
からの言葉は心強く、困ったときに
はまた頼りたいと思います。

「保健師さんは心強い存在」

牛見加奈恵さん
　　小奈夏ちゃん
　　（生後 3 カ月）

離乳食は、「全て手作り」「栄養バ
ランスを考えて」というイメージ
で、プレッシャーを感じていまし
た。講座で実際に作ってみると、
食材をつぶす具合等がよく分かり、
味見したら意外に美味しくてびっ
くり。栄養士さんからベビーフー
ドも活用して良いと教わったので、
無理せず楽しく調理したいです。

生後 6 カ月 男の子の
お母さん 齊藤縁さん

「子どもと一緒に楽しんで食事したい」

地域子育て支援拠点施設に
　　　　　　　　　　　行ってみませんか？
市内 27 箇所に子育て親子や地域の方と交流がで
きる施設を開設しています。県内の市町のなかで
本市は設置数が最も多く、毎日多くの方が利用さ
れています。子どもをお友達と遊ばせたいときな
ど、お母さん同士で気軽にお越しください。居住
地域に関わらず、27 箇所全ての施設
を利用することができます。
●各地区の施設の詳細はこちらから→

平川子育てつどいの広場 ひらひら
「地域とのつながりを
大切にした子育て支援
を行っています」
●内容
自由時間がメイン。定
期的に、自然に恵まれ
た環境を生かした農業
体験、工作や遊びを通
じての多世代交流、国
際交流、子育て講座、
絵本の読み聞かせ等も
行っています。
●開館日　月・火・木曜
●時間　10 時～ 15 時
●場所　黒川 2393
●料金　無料（講座等は一部負担あり）
●持参品　おむつやミルク等お子さん
に必要なもの（昼食持参可）
 　☎ 083-923-1606

子育て保健課
母子保健担当保健師
吉田喜久枝

家族・専門家・ママ友・先輩など

みんなで 「助け愛」「支え愛」子育てサポート
　　  子育て保健課☎ 083-921-7085
※市報 15 日号やウェブサイトでも案内して
います。

1
いい
1月 1

い く じ
9日は「いい育児の日」

問

※
育
児
学
級
に
つ
い
て
は
各
地
域
の
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
等
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

申 問
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その他の取り組み

　
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
で
は
、
政
策

を
５
つ
の
分
野
に
区
分
し
、
本
市
が
目
指

す
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
進
み
具
合
や
事
業
の
成
果
状
況
を
客
観

的
に
把
握
・
分
析
す
る
た
め
、
３
２
０
の

成
果
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
成
果
指
標
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
行
っ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
な
ど
を
基
に
評
価
し
、

「
ま
ち
づ
く
り
達
成
状
況
報
告
書
」
と
し

て
毎
年
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

取り組みが順調な
指標数

全 体 35.9% 115 指標

子 育 て・ 健 康 福 祉 分 野 30.4% 21 指標

教育・文化・スポーツ分野 48.3% 28 指標

安全安心・環境・都市分野 33.3% 31 指標

産 業 ・ 観 光 分 野 23.2% 13 指標

協 働 ・ 行 政 分 野 50.0% 22 指標
達成度が 70％以上の指標の割合と個数

■ 十朋亭維新館が開館

■ 山口市立中央図書館がリニューアルオープン

　
市
で
は
、
今
後
10
年
間
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
そ

の
指
針
と
な
る「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
」

を
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
（
図
１

参
照
）。
計
画
１
年
目
で
あ
る
平
成
30
年
度

は
、「
オ
ー
ル
山
口
の
発
展
元
年
」
と
位
置

づ
け
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た 

こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
山
口
市
」
と
、
心
か
ら
思
え
る

定
住
実
現
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
昨
年
度
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
、
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

成
果
指
標
を
設
定
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
評
価

H30 年度

前期基本計画

R9 年度

R4 年度
R5 年度

図2　令和4年度の中間目標値に対する取組状況

10 年

第二次
山口市
総合計画

図１　本市の総合計画の位置づけ

後期基本計画

企
画
経
営
課
☎
０
８
３ｰ

９
３
４ｰ

２
７
４
７

問

保育ニーズの高まりによる待機児童解消に向けた取り組み
として、保育施設の整備支援や放課後児童クラブの整備を
行い、定員拡大を図りました。引き続き、待機児童解消に
向けた取り組みとして、保育施設については、民間保育所
の整備支援などによる定員拡大、放課後児童クラブについ
ては、新設や増築による定員拡大を計画的に行います。

産後ケアのサービス利用に対する補助、産婦健康診査費用の助
成、ひとり親家庭の子どもへの生活支援・学習支援、合理的配
慮の推進 等

子育て・健康福祉分野
■ 待機児童解消に向けた認可保育施設の定員拡大 264 人
■ 放課後児童クラブの定員拡大 135 人

■ こども医療費助成制度の自己負担分の無料化
子育て世帯に対する経済的な支援として、医療費の自己負
担分について、小学 3 年生まで無料化を行いました。なお、
父母の市区町村民税所得割が非課税の中学 3 年生までの子
どもの医療費に係る自己負担分の無料化について、継続して
取り組みました。

中央図書館のエントランスエリアに「交流スペース」を新設す
るなど、くつろげる落ち着いた空間を創出し、図書館という「場」
の魅力を向上させるために、中央図書館をリニューアルしまし
た。また、市民の交流や活動の場として、まちのさまざまな資
源と図書館がコラボした新たな事業を展開しました。

山口市の幕末・明治維新を学ぶことができる場や大内文化特定
地域の新たな回遊スポットとして、十朋亭維新館が開館しまし
た。開館以降は、本館展示室の企画展や来館者へのガイダンス
など、本市における幕末・明治維新の情報発信や大内文化特定
地域の賑わい創出に取り組みました。

■ トップアスリートとの交流
アーティスティックスイミングスペイン代表チームのトレーニ
ングキャンプが山口きらら博記念公園水泳プールにおいて実施
され、公開練習やエキシビションでは、1400 人あまりの方に
ご来場いただきました。引き続き、東京 2020 オリンピック・
パラリンピック競技大会におけるスペインのホストタウンとし
て、スポーツをはじめ、観光や文化など様々な分野での相互交
流がより一層深まるよう取り組みを進めます。

■ 消防団大学を開講

■ 浸水対策として雨水排水施設を整備
山口市総合浸水対策計画に基づく重点的な浸水対策として、湯
田地域における雨水貯留施設の整備を行いました。仁保川（大
内）、吉敷川（大歳）、椹野川（湯田）では、取水ゲートの自動
化整備、九田川（平川）では排水ゲートの改修など、浸水対策
として雨水排水施設の整備に取り組みました。また、公共下水
道の浸水対策として、長通り雨水幹線（小郡）の整備などを進
めました。

地域防災の中核を担う消防団員の知識や技術向上を目的として、
県内初となる消防団大学を開講しました。若手団員、女性団員、
学生団員など 31 人の方が、1 年間にわたり消防防災に関する高
度な専門知識や技術を学びました。

■ 亀山公園山頂広場の供用開始
明治維新 150 年を機に、亀山公園山頂広場において、広場の歴
史を解説する案内板や芝生広場、バリアフリー対応のトイレや
スロープの園路を整備するなどリニューアルを行いました。

１

教育・文化・スポーツ分野2

その他の取り組み
幼稚園・小中学校の全教室へのエアコン整
備に着手、山口情報芸術センター１５周年
記念事業の実施、やまぐち新進アーティス
ト大賞１０年展の開催 等

安全安心・環境・都市分野3

その他の取り組み
新山口駅南口駅前広場の一部供用開始、
バスロケーションシステムの導入支援、コ
ミュニティバスの実証運行、コミュニティタ
クシーの運行に対する支援、湯田PAスマー
トインターチェンジの整備、黄金町地区第
一種市街地再開発事業への支援 等

平成 30 年度

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
状
況

中央図書館内に新設された交流スペース

亀山公園リニューアル式典の除幕シーン

消防長から消防団大学の入講許可証を受け取る団員

整備支援した民間保育所の「はあと保育園中央」

新設した白石地域の放課後児童クラブ

スペイン代表選手歓迎セレモニーでの集合写真
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■ 地域づくり交付金を交付

■ 総合支所および地域交流センターの整備
徳地・阿知須地域において、総合支所と地域交流センターの合築整
備に向けた取り組みを進めました。徳地地域では、徳地地域複合型
拠点施設整備事業基本計画・設計書を策定し、阿知須地域では、仮
庁舎整備に係る設計を行いました。また、地域住民の自主的な学び
や地域づくり活動の拠点となる地域交流センターの建て替え整備や
機能強化に向けて、小郡、佐山、二島地域交流センターの建設工事
に着手したほか、平川地域交流センターの駐車場整備を行いました。

地域づくり協議会や自治会等を対象として、地域主体の活動や
自主的かつ持続的な活動を地域の実情に応じて支援しました。
また、平成 30 年度からは、地域の歴史・文化等の地域資源を活
用し、地域内外の交流連携を促しながら、地域活性化や地域課
題の解決につなげる事業に対して、交流促進特別交付金を交付
し、二島地域では兜山古墳周辺の整備、阿東地域では「地福の
トイトイ」の保存・継承に向けた取り組みに活用されました。

■ 山口市産業交流拠点施設の建設工事に着手

■ 観光客数が 611 万人を記録
山口ゆめ花博の開催等、明治維新 150 年を記念した各種事業の
実施により、観光客数は前年度と比べ、約 128 万人増加し、過
去最大の 611 万人となりました。引き続き、関係団体や周辺市
町との連携を図りながら、本市の多様な地域資源を生かした観
光地域づくりに取り組んでいきます。

新山口駅北地区では、県内最大の 2 千席の収容能力を有する多
目的ホールや公的機関等オフィス、産業交流スペースなどの産
業交流拠点施設の整備に向けた実施設計を行い、平成 31 年 3
月に建設工事に着手しました。今後は、令和 3 年度の供用開始
に向けて引き続き建設工事を進めるとともに、拠点施設へのコ
ンベンション等の誘致や産業交流スペースにおいて新たなビジ
ネスコミュニティの創出などに取り組むこととしています。

■ 中小企業の事業承継・人材確保支援
中小企業の後継者不足への重点的な取り組みとして、アンケー
トの実施や、無料相談会、セミナー等を開催しました。今後は、
商工会議所、商工会、士業等専門家に金融機関や行政を加えた
プラットフォームの形成に取り組むとともに、事業承継に対す
る支援制度を創設します。

産業・観光分野4

その他の取り組み
市内消費喚起のための住宅リフォーム工事
費用の助成、特用林産物の担い手育成支
援、新規就農・就業者への支援、企業誘
致により新たに 121 人の雇用を創出 等

協働・行政分野5

その他の取り組み
新本庁舎整備に向けて基本計画の策定に
着手、各総合支所において「ふるさとにぎ
わい計画」を策定、自治振興交付金の交
付 等

多くの来場者で賑わった山口ゆめ花博

山口市産業交流拠点施設の完成予想図

▶地福のトイトイ
は、五穀豊穣や家
内安全を願う行事
で、国の重要無形
民俗文化財に指定
されています。

整備された兜山古墳

トイトイの一場面

財政状況を公表します
山口市の令和元年度上半期

■ 一般会計の収支状況（9 月末現在）
今年度（9月末現在）の予算は、1,018 億 3,267 万円（市民1人当たり約53万円）

■ 特別会計の収支状況（9 月末現在）
「特別会計」とは、国民健康保険や介護保険など、特定の目的をもって事業を行う場
合に一般会計と区分して経理する会計のことです。

■ 市有財産現在高

※予算現額には、平成 30 年度からの繰越額 103 億 1,935 万円を含んでいます。

■ 市債の状況

※使用料・手数料等は、使用料及び手数料、分担金及び負担金、
財産収入、寄附金、繰入金、繰越金の合計です。

※その他の交付金等は、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税
　交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、国有提供施
　設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特
　別交付金の合計です。

※その他は、災害復旧費、議会費、労働費、予備費の合計です。

 9 月 30 日までに入ってきた金額と使われた金
額など、令和元年度上半期の市の財政状況をお
知らせします。  

 ・収入済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度お
　金が入ってきたか
　を示します。
　（収入済額／予算額）

歳入予算額     　　
1,018億3,267 万円
収入済額     　　　  
   337 億2,874 万円　

             （収入済率 33.1％）　　       

 ・予算額
　1年間に必要なお金
 ・執行済率
　今年度の予算額に
　対し、どの程度執行
　したかを示します。 
　（契約済額／予算額）

歳出予算額     　　
1,018億3,267 万円
契約済額     　　　  
539 億2,782 万円

             （執行済率 53.0％）　　       

問 財政課 ☎ 083-934-2750

令和元年度一般会計の予算は、当初予算に平成 30 年度からの繰越
額 103 億 1,935 万円を含め、1,004 億 9,935 万円でしたが、その後、
13 億 3,332 万円の追加補正を行い、9 月末現在で 1,018 億 3,267
万円となりました。追加補正の主な内容は、プレミアム付商品券発
行にかかる対応として 11 億 5,000 万円、7 月中旬、8 月下旬の豪
雨災害による災害復旧にかかる対応として 7,900 万円です。

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
国民健康保険 206億7,206 万円 32.3％ 35.6％
後期高齢者医療 30億5,771万円   33.6％ 33.8％
介 護 保 険 194 億440 万円 38.9％ 37.1％
介護サービス         1,485 万円 49.7％ 39.5％
駐 車 場 5,978 万円 61.4％ 57.6％
鋳銭司第二団地整備 3 億 7,972 万円 0.0％ 24.4％

会　　計 予算現額 収入済率 執行済率
簡 易 水 道 9 億3,966 万円 3.4％ 52.1％
地 域 下 水 道 723 万円 24.5％ 59.5％
国 民 宿 舎 1,300 万円 0.0％ 23.7％
特 別 林 野 4,769 万円 5.2％ 1.1％

合　　計 445 億9,610 万円 34.4% 36.4%

区　分 9 月末現在高
土 地 852 万2,585.23㎡
建 物 69 万6,155.56㎡
山 林 2万2,932.05ha
立 木 515 万6,875㎥
有価証券 1億2,197万円
出 資
による権利

10億132 万5,498円
3,104.09㎡

債 権 13億2,666 万8,266 円

基金
（現金）321億1,419 万6,682 円
（土地） 10万1,285.80㎡

区　　分 9 月末現在高 1人当たりの現在高
一 般 会 計 1,001 億6,347 万円 52万2,569 円
特 別 会 計 26億9,325 万円 1万4,051 円
合 計 1,028 億5,672 万円 53万6,620 円
利 息 34 億6,070 万円 1万8,055 円
一時借入金 0円 0円

※利息は、利率見直し等により変動します。
※ 9 月末現在の人口　19 万 1,675 人

（20.2％）

（14.7％）

（20.1％）

（0.1％）

（53.9％）

74億5,162万円

155億1,114万円

197億8,820万円

152億2,600万円

268億9,526万円 311億8,286万円

9億5,497万円

40億2,667万円

37億3,970万円

100億9,839万円

104億866万円

民 生 費

土 木 費

総 務 費

衛 生 費

教 育 費

公 債 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

そ の 他

（30.6％）

（13.9％）

（12.4％）

（10.2％）

（9.9％）

（9.8％）

（4.0％）

（3.7％）

100億 200億

予算現額（執行済率）
項 目

歳出

（48.2％）

（49.7％）  99億4,693万円

142億1,866万円

（0.9％）

（47.2％）

（11.9％）

53億3,025万円

27億9,157万円

100億 200億

予算現額（収入済率）
項 目

歳入

市 税

市 債

国 庫 支 出 金

地 方 交 付 税

使用料・手数料等

県 支 出 金

その他の交付金等

諸 収 入

（26.4％）

（19.4％）

（15.2％）

（15.0％）

（8.7％）

（7.3％）

（5.2％）

（2.8％）

（68.0％）

（38.3％）

（68.5％）

125億9,402万円（53.5％）

（68.0％）

（68.3％）

（59.7％）

（40.5％）

（4.6％）
46億6,181万円

（43.1％）

（予算に占める割合）（予算に占める割合）

88億3,863万円
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問 も
移
住
定
住

の
一
助
と
な

る
こ
と
を
約

束
す
る
」
と

述
べ
、
市
長

は
、「
移
住
希

望
者
の
良
き

相
談
相
手
と

し
て
活
力
あ

る
地
域
づ
く

り
に
尽
力
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
委
嘱
期

間
は
９
月
12
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

定
住
促
進
課
☎
０
８
３

９
３
４


４
６
４
６

　

９
月
25
日
（
水
）、
山
口
市
立
小
郡
図

書
館
の
入
館
者
が
１
５
０
万
人
を
達
成

し
、記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
11
月
３
日
に
旧
館
の
老
朽
化
に

よ
り
新
築
し
て
か
ら
、
約
11
年
で
の
達
成

で
す
。

　
１
５
０
万
人
目
と
し
て
お
迎
え
し
た
の

は
、
小
郡
幼
稚
園
年
中
の
田
尻
健
太
郎
さ

ん
（
５
歳
）
で
、図
書
館
友
の
会
「
鉢
の
子
」

か
ら
花
束
、
館
長
と
小
郡
図
書
館
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
イ
リ
ー
か
ら
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
田
尻
健
太
郎
さ
ん
は
、「
１
５
０
万
人
目

で
と
て
も
嬉
し
い
。
車
や
電
車
の
絵
本
が

大
好
き
な
の
で
、
図
書
館
に
来
る
の
が
楽

し
い
」
と
笑

顔
で
述
べ
、

館
長
は
、「
車

の
絵
本
等
は

乗
り
物
コ
ー

ナ
ー
に
あ
り
、

種
類
も
充
実

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も

小
郡
図
書
館

で
い
っ
ぱ
い

本
を
読
ん
で
欲
し
い
」
と
来
館
の
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

山
口
市
立
小
郡
図
書
館
☎
０
８
３


９
７
３

０
０
９
８

　
９
月
18
日
（
水
）、
今
年
度
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
る
秋
穂
地
域
在
住
の
緒
方
幸
子

さ
ん
宅
を
市
長
が
訪
問
し
、
祝
状
と
祝
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
に
あ
た
り
市
長
は
、「
永
年
に
わ
た

り
社
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
、
こ

の
度
め
で
た
く
１
０
０
歳
の
長
寿
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

る
。
い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
過
ご
さ
れ
る

よ
う
お
祈
り
す
る
」
と
、
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
緒
方
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
は
、「
あ
ま
り

く
よ
く
よ
し
な
い
で
、
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
」
だ
そ
う
で
す
。
料
理
教
室
に
通
っ
て

お
ら
れ
、「
若
い
人
と
交
わ
っ
て
料
理
す
る

の
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
広
域
観
光

の
拠
点
と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

阿
東
総
合
支
所
農
林
課
☎
０
８
３


９
５
６

０
９
８
４

　
９
月
18
日
（
水
）、
任
期
満
了
に
伴
う
山

口
市
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
状
交
付
式

を
行
い
、
出
席
し
た
７
人
に
市
長
が
委
嘱

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
新
任
９
人
を
含
む

30
～
70
歳
代
の
32
人
が
、
阿
東
・
徳
地
地

域
へ
の
移
住
希
望
者
を
支
援
し
ま
す
。

　
山
口
市
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み

は
平
成
23
年
に
始
ま
り
、
少
子
高
齢
化
で

人
口
減
少
が
進
む
阿
東
・
徳
地
の
両
地
域

で
定
住
促
進
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
地
域
の
生
活
や
仕
事
、
空
き
家

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
よ
る
成
果
も
あ
り
、

平
成
23
年
８
月
か
ら
今
年
７
月
末
ま
で
に
、

両
地
域
へ
１
１
９
世
帯
２
４
６
人
が
移
住

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
席
者
を
代
表
し
、
阿
東
徳
佐
中
の
会

社
役
員
、
田
村
哲
信
さ
ん
は
、「
定
住
者
が

地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
で
活
躍
す
る
姿

を
見
る
と
活
動
の
成
果
を
感
じ
る
。
今
後

　
９
月
14
日
（
土
）、
道
の
駅
「
長
門
峡
」

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
施
設
棟
」
は
、
道
路
状
況
や
地
域
の
観

光
情
報
を
提
供
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
と
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大

し
、
地
域
の
方
も
利
用
可
能
な
会
議
室
や

授
乳
室
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設

け
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
４
月
に
先

行
オ
ー
プ
ン
し
た
「
展
示
即
売
室
棟
」
と

の
間
に
は
、「
い
っ
ぷ
く
テ
ラ
ス
」
と
名

付
け
た
屋
外
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
や
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
ひ
と
休
み
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー

で
副
市
長
は
、

「
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
源

を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
の

道
の
駅
『
長

門
峡
』
を
、

近
隣
市
町
と

道
の
駅
「
長
門
峡
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

市
立
小
郡
図
書
館
が
入
館
者
数

１
５
０
万
人
を
達
成

令
和
元
年
度
に
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
へ
祝
状
と
祝
金
を
贈
呈

問

の
が
い
い
。

作
っ
た
も
の

を
い
た
だ
く

こ
と
、
皆
に

会
う
こ
と
が

楽
し
み
」
と
、

す
て
き
な
笑

顔
で
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

９
月
１
日

現
在
、
令
和
元
年
度
に
本
市
で
新
た
に

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
71
人
、

１
０
１
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
は
１
３
２

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
９
３

　
９
月
29
日
（
日
）、
山
口
市
新
本
庁
舎
等

基
本
設
計
・
実
施
設
計
業
務
委
託
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
山
口
市
民

会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
現
本
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

新
本
庁
舎
の
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、
本

年
６
月
に
は
「
山
口
市
新
本
庁
舎
整
備
基
本

計
画
」を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
の

度
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
新
本
庁
舎
の
設
計

に
あ
た
り
、
柔
軟
か
つ
高
度
な
発
想
力
お
よ

び
設
計
能
力
並
び
に
豊
富
な
経
験
を
有
す
る

優
れ
た
設
計

者
を
選
定
す

る
た
め
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
へ
の
応

募
設
計
者
３

社
の
評
価
に

あ
た
っ
て
は
、

第
一
次
審
査

と
し
て
、「
事

務
所
の
評
価
」、「
配
置
技
術
者
の
資
格
」「
配

置
技
術
者
の
技
術
力
」
の
評
価
項
目
で
書
類

評
価
を
実
施
し
、
第
二
次
審
査
で
は
、「
業

務
実
施
方
針
」
お
よ
び
「
技
術
提
案
等
」
の

審
査
資
料
を
も
と
に
、
書
類
審
査
並
び
に
提

案
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
よ
り
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
２
日
（
水
）、
こ
れ
ら
の
審
査
を
踏

ま
え
、
最
終
的
に
最
も
高
い
得
点
を
獲
得

し
た
「
株
式
会
社
石
本
建
築
事
務
所
九
州

オ
フ
ィ
ス
」
を
受
託
候
補
者
と
し
て
特
定

し
ま
し
た
。
設
計
者
に
は
、
市
民
の
期
待

に
応
え
る
設
計
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
、
今
後
、
設
計
者
と
市
の
協

働
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

本
庁
舎
整
備
推
進
室
☎
０
８
３


９
３
４

４
１
５
１

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
２
０
２
１
年
に
開
催
す
る
「
山

口
ゆ
め
回
廊
博
覧
会
」
に
向
け
、
本
市
の
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
強
化
お
よ
び
観
光
誘
客
の

促
進
を
目
的
と
し
て
、「
ア
ー
ト
（
芸
術
・

文
化
）」
と
「
イ
ー
ト
（
食
）」
を
切
り
口
と

し
た
、
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
動
画
は
、
阿
東
、
徳
地
、
秋
穂
、
阿
知

須
、
山
口
・
小
郡
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を

題
材
に

５
つ
あ

り
、
本

市
出
身

の
卓
球

日
本
代

表
で
あ
る
石
川
佳
純
選
手
を
メ
イ
ン
と
し

て
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
地
域
の
調
理
人
の
方
々
な
ど
に
出

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
佳
純
選
手
か
ら
は
、「
山
口
市
の

「
ア
ー
ト
と
イ
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

本
・
世
界
で
活
躍
す
る
５
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
豪
快
で
、
繊
細
な
作
品
を
見
ま
し

た
。
ど
れ
も
山
口
市
の
特
産
品
の
特
徴
を

捉
え
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
こ
れ
を
ご

覧
に
な
っ
た
方
が
、
山
口
市
に
興
味
を
持

ち
、
足
を
運
び
、「
目
と
口
」
で
山
口
市
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
新
山
口
駅
在
来
線

改
札
口
前
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
放
映
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も

配
信
し
て
い
ま
す
。

観
光
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
１
０

山
口
市
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の

委
嘱
状
交
付
式
を
開
催

公開プレゼンテーション・ヒアリングの様子

山
口
市
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
「
ア
ー
ト

で
観
る
や
ま
ぐ
ち
」
を
配
信
開
始

山
口
市
新
本
庁
舎
等
基
本
設
計
・

実
施
設
計
業
務
委
託
に
係
る
受
託

候
補
者
を
特
定

問

問

問

問

開放的な空間の「いっぷくテラス」

市長から委嘱状を受ける定住サポーター

館長から記念品を受け取る田尻健太郎さん

祝状を手にする緒方幸子さん（中央）

PR 動画（阿東篇）より

表
紙
の
写
真

「
湯
の
香
を
楽
し
む
」

　

表
紙
の
写
真
は
、
10
月
15
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
湯ゆ

の

香か
ど
お通
り
」
で
撮
影
し
た
１
枚
で
す
。

　
湯
田
温
泉
に
は
有
料
の
も
の
を
含
め

る
と
足
湯
施
設
は
７
つ
。
湯
の
香
通
り

は
温
泉
街
の
中
心
部
に
あ
り
ま
す
。が
、

足
湯
に
浸
か
る
に
も
そ
れ
な
り
に
準
備

が
い
る
の
で
、
今
ま
で
通
り
過
ぎ
る
だ

け
だ
っ
た
と
い
う
方
も
。
今
回
新
た
に

温
泉
を
手
で
楽
し
む
「
手
湯
」
も
整
備

さ
れ
、
よ
り
気
軽
に
湯
田
温
泉
の
「
美

肌
の
湯
」
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
撮
影
は
日
中
に
行

い
ま
し
た
が
、
夜
は
一
帯
に
穏
や
か
な

灯
り
が
と
も
り
、
通
り
の
温
泉
情
緒
も

ぐ
っ
と
深
ま
り
ま
す
。

　
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
始
め
た
秋
の
夜
。

浴
衣
を
着
て
歩
く
観
光
客
の
談
笑
や
、

秋
の
虫
の
音
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
や

わ
ら
か
な
湯
田
温
泉
の
湯
で
、
じ
ん
わ

り
温
ま
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

モ
デ
ル
の
お
ふ
た
り
は
市
内
の
大
学
生
。
見

慣
れ
た
場
所
も
着
物
で
訪
れ
る
と
、
ま
た
違

う
趣
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

問
広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
５
３
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萩市古来の奉納行列「萩大名行列」
が市内を練り歩く、秋の一大イベ
ント。「平安古備組」と「古萩町
大名行列」を合わせ、総勢２００
人を超える行列が城下町を中心に
市内を練り歩きます。午後からは、
毛利歴代藩主や奇兵隊などによる

「萩時代パレード」を行います。
日時　11 月 10 日（日）8 時～

16 時
場所　萩城跡、市内各所
問 萩時代まつり実行委員会
  ☎ 0838-25-3139

市指定の無形文化財として保存継
承されている掛け声と六方 ( ろっ
ぽう ) を踏んで歩く踊りの所作が
独特の「古式行事 ( 大名行列 )」
が披露されます。その他、裸坊、
福引大会など、特設ステージを中
心とした多彩なイベントが開催さ
れます。
日時　11 月 10 日（日）11 時～

18 時
場所　厚狭駅前商店街（ＪＲ厚狭

駅在来線口側）
問 山陽商工会議所☎ 0836-73-

2525

前夜祭では、よしもとお笑いラ
イブ、本祭ではＳＴＵ 48 や吉田
栄作のライブなど、特別イベン
トが盛りだくさん。また、ワー
ルドキッチン～世界の食の祭典
～は両日お楽しみいただけます。
日時　前夜祭…11 月 2 日（土）

17 時～ 21 時
　本祭…11 月 3 日（日）10 時

30 分～ 19 時
場所　宇部市役所周辺、渡辺翁記

念会館前
問 宇部観光コンベンション協会

☎ 0836-34-2050

紅葉の名所堀庭園にて、特別拝観
と夜間ライトアップを開催しま
す。静寂の夜のとばりに浮かび上
がる幻想的な時間をお楽しみくだ
さい。
日時　11月1日（金）～24日（日）

日暮れ～ 22 時（月曜休館）
場所　堀 庭 園（ 津 和 野 町 邑 輝

795）
料金　大人 500 円、中高生 300

円、小学生 200 円
問 堀庭園☎ 0856-72-0010

宇部まつり

元日本代表女子バレーボール選手
の大山加奈氏を講師にお迎えし
開催します。講座のテーマは「繋
ぐ～バレーボールが教えてくれた
こと～」。来年の東京オリンピッ
クを前に元全日本代表選手のお話
が聞けるおすすめの講座です。
日時　11 月 7 日（木）19 時～

20 時 30 分
場所　美祢市民会館大ホール（美

祢市大嶺町東分 326-1）
料金　 大 人

500 円、高
校生以下無
料
美祢市生涯

学習スポー
ツ推進課☎
0837-52-
5261

山口県央連携都市圏域では、多
彩なイベントを開催中。さらに多
くの情報は右のＱＲコードから。

萩時代まつり美祢市民大学講座 堀庭園ライトアップ

厚狭秋まつり

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

日本三天神のひとつである防府
天満宮の大祭で、千年以上の歴
史を持つ、伝統ある神事。数千
人の裸坊とよばれる白装束の男
達が二体の御輿と巨大な御網代
輿を奉戴し、「兄弟わっしょい」
の掛声も勇ましく、長蛇の列を
成す姿は壮観です。
日時　11 月 23 日（土）18 時

から（翌日は天神おんな神輿
を行います）
場所　防府天満宮（防府市松崎

町 14-1）
問 防府天満宮☎ 0835-23-7700

御神幸祭（裸坊祭）防府

問

スタンプラリー
図書館めぐり

2020.1．19 日

7 市町の 17 図書館が参加して、図書
館めぐりスタンプラリーを行っていま
す。4 市町以上のスタンプを集めて応
募すると、抽選で記念品が手に入りま
す。ぜひ、ご参加ください。
 中央図書館 ☎ 083-901-1040

ルール

① 7 市町のうち、4 市町以上のスタンプを集めよう。
② 押印した台紙を持って、参加館の窓口で応募しよう。
③ 抽選で 200 人に記念品をプレゼント！

詳細はこちら

①中央図書館②小郡図書館③秋穂図書館④阿知須図書館⑤徳地図書館⑥阿東図書館山口市

宇部市 萩市

防府市 美祢市

山陽小野田市 津和野町

⑦市立図書館⑧学びの森くすのき図書館 ⑨萩図書館⑩須佐図書館
⑫防府図書館 ⑬美祢図書館

⑭中央図書館⑮厚狭図書館 ⑯津和野図書館⑰日原図書館

スタンプラリー参加館

⑪明木図書館

7 市町すべてのスタンプを集めた方に
は、もれなく山口市立図書館オリジナ
ルクリアファイルとしおりをプレゼン
ト。さらに抽選で 20 人に素敵なプレ
ゼントが当たります。

～10．12 土

今回は、ホストタウンの機運を高め
る取り組みについてご紹介します。

問 国際交流課 ☎ 083-934-2725

vol.8

スペインのこと、知って体験して、食べて、楽しん
で～ホストタウンの機運を盛り上げよう！～

山口市国際交流員
エフライン

　今年度の夏休み期間を利用して、子どもたちを対
象に市内３箇所の地域交流センターで「スペインサ
マースクール」を開催しました。
　講座では、山口とスペインの歴史のつながりをお
話ししたり、スペインでよく行われている「ハンカ
チとりゲーム」をしたり、スペイン・バスク地方に
伝わる伝統的な遊び「野菜収穫ゲーム」を体験して
もらいました。宮野
会場では、県立大学
の学生の皆さんにも
協力いただき、スペ
インでよく食べられ
る「ピンチョス」や

「ポルボロン」も作
りました。

　また、「山口市ホストタウン普及活動支援補助金」
の事業認証式も行いました。これは、来年の東京五
輪に向けて、市民の皆さんにホストタウンとしてス
ペインを応援していただけるよう、事業者の方や若
者を中心とする団体がホストタウンやスペイン文化
の普及活動を行う場合に経費の一部を補助する制度
です。初年度の今回は３団体が事業認証を受け、現
在、ホストタウンの情報やスペインの歴史や食文化
などを、さまざまな手法でわかりやすく紹介する活
動が始まっています。
　これからも
多くの市民の
皆さんと一緒
に、スペイン
を応援しても
らえる機運を
盛り上げてい
きたいです。 事業認証を受けた、右から順番に株式会社 firm、

はるさあ、山口 - ナバラ コラボ広場の皆さん
ピンチョスの盛りつけに
挑戦する子どもたち

問
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11/1（金）～ 3（日） 開催中のイベント

12/27（金）まで

山
口
市
長

11/3（日）

長門峡もみじ祭

実行委員会
☎ 083-955-0011

道の駅「長門峡」
問
所

皆
さ
ん
が
広
告
塔
で
す

　
山
々
を
色
鮮
や
か
に
彩
る
紅
葉
が
美

し
い
行
楽
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

  

こ
の
度
、
山
口
市
で
は
、
本
市
出
身

の
卓
球
の
石
川
佳
純
選
手
に
御
出
演
い

た
だ
き
、山
口
、小
郡
、秋
穂
、阿
知
須
、

徳
地
、
阿
東
地
域
の
魅
力
を
、
芸
術
作

品
と
料
理
で
紹
介
す
る
「
観
光
Ｐ
Ｒ
動

画
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
動
画
は
、
私
た
ち
市
民
が
観
て

も
、
本
市
が
誇
れ
る
自
然
や
食
の
豊
か

さ
な
ど
を
再
認
識
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
新
山
口
駅
在
来
線
改
札
口
の

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
放
映
や
、
本
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合
と

本
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
「
ち
ひ
ろ
さ
ん
」
に
は
、
湯
田

温
泉
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ

う
太
く
ん
、
ゆ
う

子
ち
ゃ
ん
」
の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
湯
田
温
泉
に
Ｋ

Ｏ
Ｎ
来
ん
？
」
を

制
作
し
て
い
た

だ
き
、
山
口
弁
の

歌
詞
と
振
り
付

け
が
特
徴
的
な

こ
の
曲
を
活
用
し
た
湯
田
温
泉
の
Ｐ
Ｒ

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

  

こ
う
し
た
誘
客
に
向
け
た
広
報
活
動

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
ま
ず
は
、
お
一
人
お
ひ
と

り
が
本
市
の
魅
力
を
再
発
見
さ
れ
、
そ
し

て
広
告
塔
と
な
ら
れ
、
県
内
外
に
本
市
の

良
さ
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

SL ギャラリー

山口線 SL 運行対策協議会
☎ 083-933-3204

新山口駅観光交流センター
問
所

11/23（土・祝）

12/1（日）まで

開館 25周年記念展（前期）
「ムットーニからくり文学館」

    中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430
問所

11/24（日）まで

イベントカレンダー11
月

リアル宝さがしゲーム
「うちら！ななゆめ調査団 !」

山口ゆめ回廊博覧会実行委員
会事務局 ☎ 083-934-4152

山口市（大殿・白石コース、
湯田温泉周辺コース、阿知
須コース）、宇部市（北部コー
ス、ときわ公園コース、市
街地コース）の全６コース

問

所

あいお祭り

たの SEA 秋穂づくり協議会
☎ 083-984-5333

秋穂地域交流センター
問
所

HOLA！やまぐちスペインフィ
エスタ

商店街連合会
 ☎ 083-902-0892

中心商店街
問
所

あいお花火まつり

県央商工会青年部秋穂支部
☎ 083-984-2717

大海漁港
問
所

11/10（日）まで

開館 1周年記念企画展
「寺内正毅展～少年隊士から宰
相への道～」

    十朋亭維新館
　 ☎ 083-902-1688
問所

11/3（日） 11/9（土）、10（日）

11/2（土）～ 4（月・休）

新山口イルミネーション（点灯
式：11/30（土）17時 30分）

実行委員会
☎ 083-973-4274

新山口駅南北自由通路ほか
問
所

山口市民文化祭

文化交流課
☎ 083-934-2717

市民会館
問
所

阿知須文化祭
問所 　阿知須地域交流センター
☎ 0836-65-2022

徳地フェスティバル

実行委員会
☎ 0835-52-0217

徳地山村開発センター周辺
問
所

仁保大農業まつり

実行委員会
☎ 083-929-0105

道の駅「仁保の郷」
問
所

山口天神祭
問所 　古熊神社
☎ 083-922-0881

国際錦鯉品評会

全日本愛鱗会
☎ 0977-21-4151

やまぐちリフレッシュパーク
問
所

11/30（土）～ 12/25（水）

ルーラル315・376フェスタ

農林政策課
☎ 083-934-2816

阿東嘉年基幹集落センター
広場（9 日のみ）、山里農産
加工販売所、徳地文化ホー
ル駐車場、ロハス島地温泉

問

所

あしたへトライ


